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そろそろ梅雨入りの声も聞こえてきました。蒸し暑い夏が近づいてきましたね。 

今から夏に向けて、夏を乗り切る体つくりが必要です。 

今年は、熱中症とマスクについてメディアでもよく取り上げられていますね。 

 

そこで今週末の健診の時に、小児科医の木林先生に『今から出来る夏バテしない方法』

などをお聞きしたいと思っています。皆様も何か聞きたい事がありましたら、ひとりひと

り丁寧に対応していただけますのでぜひこの機会に聞いてください。。 

 

梅雨に入ると、じめじめすることで、大人も子どももイライラしてしまいがちですが、

雨が降っているという自然はどうにもできません。 

どうにも出来ない事について考えても仕方ありません。そんな時は自分で変えられるこ

と、つまり捉え方を変えます。だから雨を楽しむ事をお勧めします。傘をさしたり、レイ

ンコートに長靴でお散歩してみると子ども達はたくさんの発見をすると思います。大人に

とっては普通の事が、子どもにとっては大きな発見となり子どもの意欲を引き出していき

ます。「あっ！」「これなんだろう」そういう感情を大事にしてください。 

 

そして６月は『いのちを考える月間』になっています。 

たんぽぽの子ども達に“いのち”を伝える事はとても難しい事です。例えばダンゴムシ

と接するときの様子を見ると、おもちゃと同じように捉えている事を感じます。「うわーっ

(>_<)」と思うような、残酷な扱いをする時も有るようです。でも子どもたちは遊んでいる

だけで、ダンゴムシが生きていると思っていない所があるようです。 

ダンゴムシが“生きている”と言うことを伝える場合、想像力が必要です。それが無け

ればなかなか伝わらないと思います。 

そして、周りの人が、身の回りの物や虫達にどう接しているか？と言うことです。とっ

ても難しい問題になってくるのですが、ゴキブリや、蚊などこれからたくさん出てきます。

躊躇なく目の前で“パチン”“ポイ”とするのか？など、この問題は永遠に考え続けること

になると思います、でも”いのち“について考える時避けられないことですよね。答えを出

すのは難しいでしょうが、ぜひこの機会に親子で話し合ってみて下さい。 

  

 

5月の苦情・ご提案について 

特にありませんでした。 

お知らせとお願い 

行事予定で記入のなかった歯科健診の日程が決まりま

したのでお知らせします。６／２８歯科健診 

・これから汗をかきます、汗ふき用にタオルを持たせて

ください 



 

 

 

 

 

今月の目標：全ての命にありがとう。梅雨期の自然に触れ楽

しむ。  

つぼみ組【0歳児】: 散歩に出掛け、草花や虫を見て喜び、指さして保育者に声を出して伝えよ

うとする。気持ちや要求を受け止めてもらい、安心して過ごす。全身を動

かす楽しさを感じる。 

もも組【１歳児】：梅雨時期の自然に触れながら、健康に過ごす。保育者や友だちとの関りを喜

び、じっくりと遊ぶ。 身の回りの物・動植物全てに命がある事を知る。 

ゆり組【２歳児】：草花や小動物などに触れ親しみ命の大切さを知る。保育者や友だちと一緒に

遊びながら、関わりを楽しむ。 

 

6月の保育内容 
養護 

つぼみ組：声だしや指さしにタイミングよく応えることで、安心して過ごせるようにする。ゆ

ったりとした雰囲気の中で、子どもの反応をよく見ながら、身体や顔に触れる。わら

べ歌を繰り返し行い、保育者と触れ合って遊ぶ楽しさを感じる。 

もも組：室内の温度や湿度に留意し、換気や除湿をして、梅雨時期を心地良く過ごせるように

する。一人一人の子どもが安心して自分の思いを出していけるように、その都度、子

どもの思いを受け止め、共感していく。   

ゆり組：梅雨時期は体調を崩しやすく食中毒や感染症が発生しやすい為、一人ひとりの生活の

リズムや健康状態を把握し、健康に過ごせるようにする。保育者に手伝ってもらいな

がら、ズボンや靴下の着脱を自分でやってみようとする。 

教育 

つぼみ組：ハイハイ、つかまり立ち、伝い歩き、一人歩きと移動・運動が盛んになり、探索行

動を楽しみ、おもちゃや遊具を使い体全体使って遊ぶ。 ゆび・てのひら全部を使って食べ

ながらもスプーン、フォークに興味を持ち、使ってみようとする。興味のあるものを指さし

や簡単な言葉で知らせ、保育者に自分の思いを伝えようとする。保育者とわらべ歌の心地よ

いリズムを感じる。                                                                                                                                                          

もも組：畑の野菜の成長を喜び、水やり・収穫を体験し食材に興味を持ち意欲的に食べようと

する。歩く・走る・跳ぶなど全身を使って遊ぶ。ズボンの着脱を自分でしてみようとする。

友だちの名前を呼び合ったり話しかけたり頭をなでたりして仲を深め、一緒に過ごす楽しさ

を味わう。自分のしてほしい事やしたい事を、身ぶりや指さし、簡単な言葉で伝えようとす

る。砂、水、新聞紙、絵の具などの素材に触れて遊ぶ。戸外で存分に探索し草花・小動物に

興味関心を持つ。保育者と一緒にふれあい遊びやリズム遊びを楽しむ。  

ゆり組：感謝の気持ちを持ち食事の挨拶をして食べる。様々な野菜を見て、色や形を覚え、食

材に興味を持つ。必要に応じて水分や休息（午睡）などを十分にとり健康に過ごす。トイレ

で排泄する気持ちよさを知る。保育者や友だちと関わりながら遊ぶ楽しさを感じる。絵本や

紙芝居を通して言葉のおもしろさを感じる。身近な生き物や草花に興味を持ち命の大切さを

知る。戸外で裸足になって遊び、足の裏の感触を楽しむ。保育者や友だちと一緒に、音楽に

合わせて身体を動かすことを楽しむ。 クレヨンによる描画、貼り付けるのりなどに興味を

持つ。 

６月のうた🎶 カエルの歌 歯をみがきましょう 時計の歌 シャボン玉 雨ふりくまのこ 


